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 良寛ゆかりの地、和島・与板・出雲崎の３地区を会

場に、良寛講座を開催します。 
 今年度は、講師として新潟大学名誉教授の冨澤信明

氏を迎え、右記の日程で行います。 
なお、参加費は無料となっておりますので皆さまお

誘い合わせの上、６月 15日（水）までに町教育委員会

へお申し込みください。 

日 時 内 容 会 場 

6 月 18 日（土） 
午後 1 時 30 分～ 

「少年良寛」 与板体育館 

7 月 16 日（土） 
午後 1 時 30 分～ 

「壮年良寛」 
出雲崎町 
海岸公民館 

9 月 4 日（土） 
午後 1 時 30 分～ 

「老年大愚」 
和島保健 
センター 

 

文化コース「貸し鍬制度を学ぶ」 
日 時：６月９日（木） 午後１時 30 分～ 

場 所：中央公民館 
講 師：前柏崎市立博物館館長 三井田 忠明 様 

理科コース「健康教室Ⅰ 体の健康～栄養編～」 
日 時：６月 30 日（木） 午後１時 30 分～ 
場 所：中央公民館 
講 師：栄養士 田中 奈津子 様 

山田 郁子 保健師 

みなさんの食生活を振り返っ

て、健康を維持するためのポ

イントについて解説します。 

６月９日（木）の第 1 回を皮切りに、今年度の出雲崎総合大学がスタートします。事前に入学申込をされた

方以外でも参加をすることができます。ご連絡をお待ちしております。 

6 月 25 日（土）午後 1 時 30 分から、中央公民館 1 階講堂で「に

いがた連携公開講座」として、講師に新潟大学准教授の足立幸子氏を

迎え、本の読み聞かせ講座を開催します。 
詳しい案内文書は保育園などを通して配布いたしますので、保護者

の方は是非ご参加ください。 

お申し込み・お問い合わせは、出雲崎町教育委員会社会教育係（℡：78-2250）までお願いします。 

貸鍬
ぐわ

制度とは？ 

農家が鍛冶屋から鍬を借り、賃料をコメ
や現金で支払うという農具レンタル制度
です。この度、柏崎市の貸鍬用具が国の
登録有形民俗文化財に指定されました。 



～皆さんの身近な情報をお寄せください。～ 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 中央公民館   町立図書館（海岸公民館）  

カルテット（１、２巻） 
・・・大沢 在昌 著 

人生を１０倍自由にするインターディ 

ペンデントな生き方実践ガイド 
       ・・・勝間 和代 著 
ホーキング、宇宙と人間を語る 

・・・スティーブン ホーキング 著 

津波は怖い！ みんなで知ろう津波の

怖さ    
・・・湾港空港技術研究所 著 

一刀斎夢録（上・下） 
        ・・・浅田 次郎 著 
親鸞と世阿弥 
        ・・・梅原 猛  著 

 今月の公民館ロビーギャラリーは、出雲崎小学校６年生が昨年

度作成した『食から出雲崎を考える 応援メッセージパネル』で

す。子どもたちが、食に関わるさまざまな事柄に触れ、パネルを

作成しました。また、海岸公民館におきまして、書道サークルの 
  作品を展示しております。こちらは『青陽二月初～』から始まる良寛さん

の詩を題材にした書です。どちらも力作ですのでこの機会に是非ご覧くだ

さい。 

 出雲崎の各地域に数多く存在する、特色ある

文化遺産や民俗、風習などの「まちの宝もの」

を皆さんにご協力いただきながら探し、未来に

残していくための事業です。皆さんのご協力を

お願いします。 

公民館では、ロビーギャラリーの展示作品を募集しています。展示を

希望される方は中央公民館までお問い合わせください。 

 現在、中央公民館の外壁

を工事しております。当分

の間、皆さまには大変ご迷

惑をおかけしますが、ご協

力をお願いします。 

工事のお知らせ 

５月 27 日（金）に、中央公民館にて「平成 23年度青少年育成出雲崎町民

会議総会」を開催し、事業計画などを審議したあと、与板警察署川西駐在所

長の三浦高人様から「最近の青少年問題に係わる取り組みについて」の演題

で、講演いただきました。その中で、心温まる中学生の作文を紹介してもら

いました。 
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～皆さんの身近な情報をお寄せください～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チーム一丸、さらなる上達を目指して 

町民プール監視員を募集いたします。 

トレーニング教室参加者募集！ 

 町教育委員会では右記のとおりプール監視員を募集い

たします。ご希望の方は申込書（町民体育館にて配布）

に必要事項を記入の上、提出してください。 
※お問合せ 町民体育館 ７８－４７００ 

【応募資格】18 歳以上の健康でやる気のある人 
 

【募集人数】若干名 
【勤務期間】７月１６日～８月３１日まで 
【勤務時間】８：３０～１７：１５まで 
【賃  金】時給７９５円 
【勤務内容】監視、場内清掃など 

１４日（火）19：00～ 

２８日（火）19：00～ 

～トレーニングルーム～ 

６月の指導員日程 

女子 45kg 以下級で優勝！ 

 ５月 21 日(土)・22 日(日)、町民野球場において「第３回山本五十六杯越後長岡中学校野球交歓大会」が開

催されました。この大会には県内 28 校、県外 19 校の計 47 校が出場し、参加が危ぶまれた福島県からも磐梯

中、会津若松第三中、喜多方第一中の参加がありました。 
 出中と対戦した磐梯中には、福島県内で被災し転校してきた生徒もおりましたが、すでにチームに溶け込み、

全力でプレーしていました。また、「福島と環境が似た出雲崎で野球ができて嬉しい」と喜んでいました。 

道大会中越地区予選会で、町柔道教室の金泉雪菜さん(出小6年)
が 45kg 以下級で優勝し、第３位に髙橋真央さん(出小 6 年)が入

賞しました。また、女子に負けじと男子 30kg 以下級にて中村

周磨くん(出小 3 年)が第３位となるすばらしい大会でした。 

 ５月３日(土)、第８回全国小学生学年別柔 

 公民館では下記のとおり「第33回町民バレーボール大会」

を開催します。地域またはご家族・ご友人で参加してみま

せんか!? 
【日 時】 ７月１０日（日）午前９時から開会式 
【会 場】 町民体育館 

【条 件】１チーム９人制 

     女性または 50歳以上の男性が常時 

     ２人以上試合に出場すること 

【申込み】７月４日（月）までに町民体育館へ 

     参加申込書を提出してください 

 公民館では下記のとおり「トレーニング教室」を開催します。皆さんそ

れぞれの目的・能力に応じて、バランスよく身体を鍛えましょう。 

 【開催日】 ７月６日～９月７日までの毎週水曜日 全１０回 

 【対象者】 町内在住の１６歳以上、６５歳未満の方 

 【申込み】 申込み・詳細については別紙折込案内をご覧ください。 

 

出場チーム募集！ ～町民バレーボール大会～ 




